令和３年度事業報告
　　令和３年度は、前年度に引き続き新型コロナウイルス感染症が猛威を振るい、複数の事業が中止されました。また、総会や理事会については、書面での開催を余儀なくされました。

　　そのような中、飼料の高騰は続き、補てん金は８年ぶりの異常補てん金を含め年間を通じて交付されたところです。

　　補てん金が交付され続けることは、畜産経営者にとって経営が厳しい状況が続いていることと同義であり決して望ましい状況ではありません。
　　令和４年度にも引き続き交付される予定であり、穀物相場に影響が予想されるウクライナ情勢も目が離せないところです。
　　行政においても多くの施策が実施されたところですが、今後もそれらを効率的に活用することにより経営を維持することが必要な状況です。
Ⅰ　定款に規定された事項
１　配合飼料価格差補てん事業について
定款第４条の（１）に基づき実施した配合飼料価格差補てん事業については、一般社団法人全日本配合飼料価格畜産安定基金および飼料荷受組合の会員とそれぞれ契約を締結し、基本契約および数量契約に基づいて補てん業務を行った。
（１）事業主体　一般社団法人全日本配合飼料価格畜産安定基金
（２）配合飼料価格差補てん契約の締結
①　令和３年度数量契約
	畜　種
	当　　　初
	実　　　績

	
	加入者(件)
	契約数量(ﾄﾝ)
	契約数量(ﾄﾝ)
	増減(ﾄﾝ)
	構成比率(%)

	乳用牛
	34　
	3,953
	3,953
	0
	  8.5

	肉用牛
	55
	30,469
	30,469
	0
	  65.1

	豚　
	3　
	1,300
	　1,120
	△180
	  2.4

	採卵鶏
	15
	7,658
	7,658
	0
	  16.4

	肉用鶏
	7　
	3,571
	3,571
	0
	  7.6

	合　計
	114
	46,951
	　46,771
	△180
	　　100.0


②　契約の解約　　　
	期　　　　間
	解約件数
	解約数量（ﾄﾝ）
	解約畜種
	備　考

	第４四半期
	１
	１８０
	　豚
	

	合　計
	　　　１
	１８０
	　
	


（３）補てん積立金の徴収および納付額
　　①　通常補てん積立金
	期　  　間
	加入者(件)
	契約数量(ﾄﾝ)
	積立金の額(円)
	備　考

	第1四半期
第2四半期
第3四半期
第4四半期
	　　114
    114
　　114
　　113

	    11,708
    11,510
　12,018
　11,535

	　　4,683,200
　　4,604,000
　　4,807,200
　　4,614,000
	ﾄﾝ当り  400円

	合　　計
	　　―
	46,771
	18,708,400
	


②　別途納付金
	区　　分
	加入者(件)
	対象数量
(ﾄﾝ)
	納付金額(円)
	備　　考

	新規加入者
	2
	   128
	  140,800
	ﾄﾝ当　1,100円

	合　　　計
	2
	   128
	  140,800
	


（４）補てん金の受領および交付額

①　受領および交付額
	期　　間
	補てんの種類
	対象　加入者
  (件)
	対象数量
(kg)
	ﾄﾝ当り
単価 (円)
	ﾄﾝ当り
合計単価 (円)
	交付金額 
 (円)

	＊ 第4四半期
	通常
異常
	108
	9,810,870
	3,300
0

	3,300

	32,375,871


	第1四半期
	通常
異常
	108
	10,562,160

	3,999
5,901

	9,900
	42,238,054

62,327,284


	第2四半期
	通常
異常
	108
	10,341,860
	4,934
7,266

	12,200
	51,026,714
75,143,933


	第3四半期
	通常
異常
	108
	10,966,040
	4,373

4,127

,127


	8,500
	47,954,475
45,256,831


	合　　計
	通常
異常
合計
	－
	41,680,930

	－
－
	－
	173,595,114
182,728,048

356,323,162



　※令和2年度第4四半期
（５）配合飼料価格差補てん事業の運営に関する実態調査
　　　令和４年１月５日付けで一般社団法人全日本配合飼料価格畜産安定基金理事長から、実施について通知があった。
併せて、実施については、新型コロナウイルス感染症の発生状況を考慮し各基金協会で判断するよう連絡があった。
　　　当協会では、次の理由により実施しないこととした。
　　　　①調査対象となる飼料荷受組合の事務局は全て県外に所在すること。
　　　　②発生状況等により各府県での新型コロナウイルス感染症対策および注意喚起が異なること。
　　　　③上記により、対象飼料荷受組合の選択が困難であること。
２　畜産高度化支援リース事業について
定款第４条の（２）に基づき実施した畜産高度化支援リース事業については、貸付料、貸付機械譲渡料、保険料等の徴収および納付ならびに施設の管理状況の把握に努めた。

（１）事業主体　一般財団法人畜産環境整備機構
（２）機械の貸付内容
①　直接リース
	事業名
	貸付者数
	年度
	貸付機材
	備　　考

	堆肥保管施設整備リース
	1
	25年度
	堆肥舎2棟　
	1/2補助付き

	
	1
	26年度
	堆肥舎2棟　
	


（３）貸付料の徴収および納付額
①　直接リース　　　　                  　　　　　　　　　　　(単位:円)
	種　　類
	基本貸付料
	付　加
貸付料
	消費税
	計
	備　考


	堆肥保管施設整備
リース事業
	1,499,490
	59,714
	101,598
	1,660,802
	

	合　　　計
	1,499,490
	59,714
	101,598
	1,660,802
	


（４）保険料の徴収および納付額
①　直接リース　　　      　　   　　　　　　　　　　　　　　　(単位:円)

	種　　類
	保証保険料
	動産保険料
	計
	備　考

	
	件数
	金額
	件数
	金額
	
	

	堆肥保管施設整備
リース事業
	4
	70,300 
	0
	0
	70,300
	

	合　　　計
	4
	70,300 
	0
	0
	70,300
	


３　肉用子牛生産者補給金制度事業について
　 定款第４条の(３)に基づき実施した肉用子牛生産者補給金制度事業については、契約者に対して子牛の個体登録、販売・保留確認申出等の手続きを進め、積立金等の徴収および納付を行なった。
（１）事業主体　一般社団法人滋賀県畜産振興協会
（２）契約者数　１１件　
（３）積立金等の徴収および納付額
	品　　種
	個体登録
頭数(頭)
	積　立　金　 (円)
	＊手数料 (円)

1,000円/頭
	積立金準備金充当額

	
	
	単　価
	金　額
	金　額
	

	黒毛和種
	４６８
	　 400
	187,200
	468,000
	417頭166,800円

	交雑種
	２６９
	800
	215,200
	269,000
	269頭215,200円

	合　　計
	７３７

	
	402,400
	737,000
	


＊手数料は、一般社団法人滋賀県畜産振興協会に納付
（４）補給金の交付状況
	
	黒毛和種
	交雑種
	交付金額
（単位：円）

	
	交付単価　（単位：円）
	

	※第4四半期
第1四半期
第2四半期
第3四半期
	0

0

0

0
	0

0

0

0
	0

0
0
0



※令和２年度第4四半期
４　肉用牛経営安定対策補完事業について
定款第４条の（３）に基づき実施した肉用牛経営安定対策補完事業では、中核的担い手が計画的に優良な繁殖雌牛を増頭した場合に増頭実績に応じた補助金を交付する事業を行った。
同様のスキームの生産基盤拡大加速化事業（肉用牛）と補助対象牛が重ならないよう関係事業主体（クラスター協議会）と調整を行った。
（１）事業主体　　　　一般社団法人滋賀県畜産振興協会
（２）参加希望者数　　４件
（３）実施状況 　
　　　　①参加希望者の内１件は増頭できなかったため事業対象外となった。

　　　　②参加希望者の内３件は増頭されたが、大半は生産基盤拡大加速化事業（肉用牛）の補助対象牛となったため、本事業の対象は２件２頭となった。
５　畜産クラスター事業について
　定款第４条の（３）に基づきクラスター事業の推進に務めた。
（１）平成２７年２月１７日に設立された畜産クラスター「活力ある畜産経営推進協議会」の事務局として、実態調査結果を滋賀県農政水産部畜産課長あて報告した。
　　　
６　畜産経営者支援事業
（１）相談窓口の開設
定款第４条の（４）に基づき畜産農家等の相談業務を実施した。
肉用繁殖牛の飼養管理に関すること　　　　　　　１件
　機械導入に関すること　　　　　　　　　　　　　１件
　牛舎改修および機械導入に関すること　　　　　　１件
（２）ホームページの更新

　　定款第４条の（６）に基づきホームページを更新し、適正な協会運営と情報発信に努めた。

（３）家畜防疫に関する情報発信
　　　定款第４条の（４）に基づき全日基、滋賀県等を経由して通知される家畜防疫に係る情報を会員に周知した。
　　　豚熱に関する情報　　　　　　　　　　　　　　　　　８回
　　　アフリカ豚熱に関する情報　　　　　　　　　　　　　３回
　　　ランピースキン病に関する情報　　　　　　　　　　　１回
　　　高病原性鳥インフルエンザに関する情報　　　　　　１１回
　　　飼養衛生管理基準の遵守に関する情報　　　　　　　　１回
Ⅱ　管理・運営事項
１　会議
（１）総会、理事会の開催
	
	開催月日
	開催場所
	審　議　事　項　等

	総　会
	3.　5.　20
	見なし決議
	令和２年度決算報告、令和３年度会費の額および徴収方法、令和２年度事業報告、令和３年度事業計画と収支予算報告

	監査会
	3.　4.　21
	近江八幡市
	令和２年度事業報告、決算報告

	理事会
	3.　5.　15
	見なし決議
	令和３年度事業計画および収支予算書の一部変更、役員候補者の推薦、第４６回定時総会提出議案、第４６回定時総会での決議省略

	
	4.　2.　24
	近江八幡市
	令和３年度事業および収支の中間報告、令和４年度事業計画および収支予算の設定、定時総会の日程等


（２）会議の開催・参加
	会　　議　　名
	開催月日
	開催場所
	協　議　等　事　項　

	滋賀県養鶏協会第３９回通常総会
	2.6.1
	近江八幡市
	令和２年度事業報告、収支決算報告
令和３年度事業計画、収支予算
令和３年度経費の賦課・徴収方法、役員選出

	令和３年度家畜保健衛生事業推進会議
	3.6.2
	ＷＥＢ　
	令和３年度家畜保健衛生所事業方針および組織体制、事業計画、重点課題

	一般社団法人滋賀県畜産振興協会第２７回理事会
	3.6.16
	書面表決
	通常総会開催日時・場所および提出議案、肉用牛肥育経営安定制度業務方法書の一部改正、参与の委嘱について

	一般社団法人全日本配合飼料価格畜産安定基金第４８回定時総会
	3.6.18
	東京都
（議決権行使）
	令和２年度事業報告・監査報告、令和３年度事業計画・収支予算報告、令和３年度会費の額、役員報酬の総額、理事・監事の選任、その他

	一般社団法人滋賀県畜産振興協会令和３年度通常総会
	3.7.1
	近江八幡市
	令和２年度事業報告、公益目的支出計画実施報告、貸借対照表・正味財産増減計算書の承認、任期満了に伴う役員改選

	一般社団法人滋賀県畜産振興協会第28回理事会
	3.7.1
	近江八幡市
	会長、副会長、専務理事、常務理事の選任
会長の職務執行代行の順位について

	一般社団法人滋賀県畜産振興協会令和３年度主要事業担当者会議
	3.7.12
	近江八幡市
	肉用子牛生産者補給金制度他（振興協会）、滋賀県酪農・肉用牛生産近代化計画原案の概要（県畜産課）、飼養衛生管理基準（県家畜保健衛生所）

	令和３年度滋賀県特定家畜伝染病防疫研修会
	3.7.19
	ＷＥＢ
	特定家畜伝染病の発生状況、本県における高病原性鳥インフルエンザ防疫対応、高病原性鳥インフルエンザ防疫作業にかかるアンケート結果

	近畿府県配合飼料価格安定基金協会連絡協議会
	3.12.1
	神戸市
	配合飼料価格差補てん制度にかかる新たな展開方向について

	令和３年度農林漁業関係団体人権研修会
	3.12.16
3.12.21
	大津市
	今ある人権課題について
コロナ禍における人権問題

	一般社団法人滋賀県畜産振興協会第29回理事会
	4.3.7
	近江八幡市
	臨時総会の開催および提出議案、短期借入金の最高限度額、運営資金のため畜産振興基金の一時的な流用、諸規程の制定および一部改正

	一般社団法人滋賀県畜産振興協会令和３年度臨時総会
	4.3.10
	書面表決
	令和4年度会費および納入、令和4年度長期借入金の最高限度額


２　正会員の異動
	会　　　員
	期首会員数
	期中の動向
	期末会員数

	
	
	加　入
	脱　退
	

	荷受組合
	13　
	0　
	0　
	13　

	メーカー
	12　
	0　
	0　
	12　

	特約店
	3　
	0　
	0　
	3　

	計
	28　
	0　
	0　
	28　


３　令和３年度会費の徴収　　　　　　　　　　  
	会　　員
	徴収会員数
	徴収金額
	備　　考

	荷受組合
	12　
	2,817,060円 
	ﾄﾝ当り　　   60円

	メーカー
	12　
	120,000円 
	1社当り　10,000円

	特 約 店
	3　
	30,000円 
	1社当り　10,000円

	合  　計
	27　
	2,967,060円 
	


４　新型コロナウイルス感染症への対応
１）緊急事態宣言の期間において、延べ６日間の在宅勤務を実施した。
２）緊急事態宣言の期間において、時差出勤を実施し、解除以降も継続した。
３）一般社団法人滋賀県畜産振興協会と協力し、手指の消毒、事務室の消毒、来客者への対応など感染防止対策を実施した。
